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書評

　『ティアニー先生の臨床入門』

が，前作の『ティアニー先生の診

断入門』の続編として，ティアニー

先生と松村正巳先生の共著で出版

された。前作と同様に，名医の診

断へのアプローチがわかりやすく

解説されている。実は，英語のタ

イ ト ル は，「Principles of Dr. 

Tierney’s medical practice」である

ので，「ティアニー先生の臨床現場

での原則」とでもいうべき内容で

ある。

　医師は，病態が理解できないい

わゆる「むずかしい患者」「わけ

のわからない患者」を目の前にし

たときにどのように問題を解決す

るのであろうか？　その解決方法

にのっとって経験が蓄積されれ

ば，比較的短期間に名医あるいは

良医になれるはずである。残念な

がらハリソンのテキストブックを

精読しても，UpToDate をいくら

調べても，PubMed でいくら検索

しても答えは得られない。本書は，

ずばり，その解答を示している。

　第 1 部と第 2 部を要約すると，

4 つのキーワードを抽出すること

ができる。1 つは，経験（experi-

ence）であり，もう 1 つは，その

対極の根拠（evidence）である。

さらには，病態生理に代表される

科学的推論（logic）であり，最後

の 1 つは，経験に裏打ちされた

パール（clinical pearl）である。こ

れらの 4 つをどのような臨床場

面で，どのようにして使用するの

かをケーススタディーで目の当た

りにすることができる。

　私も 33 年間医療に従事してき

て，また教える立場になって気が

付くことは，臨床医学は，先輩か

ら代々教わった世代を受け継がれ

た縦糸のような知識・経験と書物

あるいはインターネットによる同

世代の横糸の知識・経験が織りな

す模様でできている。縦糸と横糸

がうまく混ざり合って美しい織物

を作っているのである。ティア

ニー先生も同じようなことを話し

ている。

　さらに，重要なことは，若い医

師は，経験のある師匠（メンター）

を目標にすることは，好ましいこ

とであるが，常に師匠を乗り越え

てようやく 1 人前であり，その努

力を惜しまないことが重要である

ということが書いてある。

　名医がどのようにして形成され

るのか，若い医師も経験のある医

師もぜひ一読することをお勧めす

る。
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